
12 

 

39%

36%

34%

35%

31%

33%

32%

34%

18%

18%

20%

20%

12%

12%

14%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２８・５月

Ｈ２８・１２月

Ｈ２９・６月

Ｈ２９・１２月

41%

40%

49%

43%

40%

35%

31%

39%

12%

16%

15%

13%

7%

8%

5%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２８・５月

Ｈ２８・１２月

Ｈ２９・６月

Ｈ２９・１２月

56%

58%

59%

57%

33%

32%

30%

32%

7%

7%

9%

8%

4%

3%

2%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２８・５月

Ｈ２８・１２月

Ｈ２９・６月

Ｈ２９・１２月

55%

53%

58%

54%

31%

35%

31%

35%

9%

7%

5%

7%

5%

5%

5%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２８・５月

Ｈ２８・１２月

Ｈ２９・６月

Ｈ２９・１２月

62%

66%

60%

59%

26%

25%

29%

30%

8%

7%

7%

8%

4%

2%

4%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２８・５月

Ｈ２８・１２月

Ｈ２９・６月

Ｈ２９・１２月

38%

35%

40%

35%

39%

37%

36%

41%

14%

20%

17%

16%

8%

8%

7%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２８・５月

Ｈ２８・１２月

Ｈ２９・６月

Ｈ２９・１２月

52%

54%

59%

59%

32%

33%

30%

31%

9%

11%

9%

9%

4%

2%

3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２８・５月

Ｈ２８・１２月

Ｈ２９・６月

Ｈ２９・１２月

 

算数アンケート ～ 全校児童２年間の変容 平成２８年度～平成２９年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①算数の授業は 楽しいですか。 

   

 

②自分の考えをノートに書けますか。  

   

 

③自分の考えをペアやグループの友だち

に話せますか。 

    

 

④自分の考えを全体の前で話せますか。 

    

 

⑤友だちの考えを反応しながら最後まで聞いていま

すか。友だちの考えを自分の考えと比べながら聞い

ていますか。自分の考えと似ているところや違うと

ころはどこかをかんがえたり、考えの良さを見つけ

たりしながら聞いていますか。 

 

⑥自分の考えを絵や図、言葉などを使っ

て説明できますか。 

   

 

⑦友だちの考えとつないで自分の考えを

話せますか。 

    

 

資料⑩ 
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≪考察１≫ ～子どもの変容～ 

○「説明できる」が伸びている。 

 

 

 

ペアや全体での説明の場が増えたことで、経験を通して説明することに慣れたたり、友だちの分かりやす

い説明を聞く機会も増え、説明の仕方を学んだりしたと考えられる。 

また、説明の仕方を意識して指導し説明力を育てたことも大きな要因と言える。説明力は自然には育たな

い。学年ごとに説明の仕方などを指導し、授業で説明の場を複数回保障し経験させた。今までは、できる子

が全体で説明してそれを聞くだけであったが、全員に説明する場が保障され経験することで説明の仕方が分

かり、自分もできるということが自覚でき自信にもなってきていると思われる。 

「説明できる」が伸びていることで、伝え合いの質が高まってきていることが分かる。 

    →「説明力を育てる」というねらいをもって授業を行うことで子どもは育ってきている。毎時間の授業

の積み重ねで身に付いたものであり、今後も根気強く取り組んでいくことが大事である。時間はか

かるが大切。経験したことしか身に付かない。 

 

 ○「比べながら聞く、似ているところや違うところ・良さを見つけながら聞く」が、２年間でほとんど変化し

ていない。 

   何をどう比べて聞けばいいのか、どんなことに着目すれば似ているところや違うところは見つけられるの

かなどが分かっていないことが要因と考えられる。 

→今後は、聞く視点などの指導が必要である。 

 

 ○「つないで話す」で「できない」が増えている。 

   つないで話すことの難しさを子どもが実感できてきているということは、つないで話すことを求める授業

が全校で行われたことの表れである。 

→難しいことではあるが、教師が求めなければ育たない力なので、今後は手立ての工夫を考えながら取

り組んでいく必要がある。 

 

○６年生の算数の授業が楽しいと感じている子の伸びが大きく、楽しくないと感じる子がいなくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

   高学年児童が授業を楽しいと感じるときは、問題が解ける「できた」だけではなく、新しい考え方を知っ

たりそれを理解できたりして「なるほど・納得」という深い理解が得られたときである。「なるほど・納得」

は、友だちの答えや考えを聞いているだけでは味わえず、自分で思考し理解していく過程を経て得られるも

のである。このことからも、今年度６年生が、このような深い理解の伴う授業を経験してきたと考えられる。 

                        ↓ 

 

楽しい・少し楽しい ８９％→９４％  少し楽しくない・楽しくない １５％→５％ 

楽しくない  ５％→０％  

６月は、楽しくないが全校で２番目に多かったが、１２月は、全校で一番少なくなっている。また、

同児童の５年時１２月は、少し楽しくない・楽しくない２２％ 楽しくない７％であった。１年間で見

ると、少し楽しくない・楽しくない２２％→５％、楽しくない７％→０％と、更に大きく変容したこと

が分かる。 

 

できる・少しできる  ８０％→８２％   できない ５％→４％ 

２年間の変容・・・「できない」が、毎回確実に減ってきている。 



14 

 

  ＜算数アンケートから＞ 

   

 

 

 

 

 

 

考えの異同や良さを見つけながら聞くことで友だちの考えから学び、説明することで理解を深め「分かる・

納得」につながる「伝え合い」ができるようになってきていると考えられる。 

 

 

 

≪考察２≫ ～研究仮説「説明することを意識して自分の考えをかくこと」と「意欲的な伝え合い」との関連～ 

 ○「自分の考えをかくこと」が、「説明できる」につながってきている。 

 

 

 

   昨年度は、「考えを書く」「説明」の「少しできる・できる」の差が大きいことからも、自分の考えを書く

ことが説明活動に十分に活かされていないことが分かった。それにより、意欲的な伝え合いにまで至らなか

ったと考えられた。 

 

      

 

今年度は、両者の差が１２％から８％に縮まっていることから、「考えを書く」ことが「説明活動」に活き

ていることが分かる。 

説明するためには、自分の式や答えの意味、数字の意味などを考え、図などの根拠と共に示す必要が生ま

れ、今まで以上に思考しながら自分の考えを書くようになったと考えられる。図や言葉を使って自分の考え

の根拠を書くことで説明する内容を持つことができ、説明することができるようになったと思われる。 

また、自分の考えを書く段階で思考しているので、友だちの考えを聞くときにも「考え方」に着目できる

ようになり、深い理解につながる伝え合いができていったと考えられる。 

→教師がそのような書き方を求めたことで、子どもたちの力が育った。引き続き取り組むことが大事。 

 

 

 ○「算数の授業が楽しさ」「考えを書く」「ペアやグループに話す」「全体の前で話す」「説明する」は、いず

れも「楽しくない・できない」が減っている。 

   「説明する意識をもって自分の考えをかく」ことが、「伝え合い・説明・楽しさ」につながったと言える。

また、「授業が楽しくない」が減っていることからも、できるようになったことが楽しさにつながっていると

考えられる。 

 

 

 

   ・全ての項目で、できる・少しできるが増えている。 

・できない０％が２項目あった。③「ペアに話す」⑥「説明する」 

・できない・少しできないが１２～１３％と大きく減少している項目が３項目あった。 

④全体の前で話す           ３５％→２３％ 

       ⑤考えの異同や良さを見つけながら聞く ２２％→ ５％ 

       ⑥式や図などを使って工夫して説明する ２２％→１０％ 

 

【昨年度】「考えを書く」できる・少しできる８７％ 「説明」少しできる・できる７５％   

【今年度】「考えを書く」できる・少しできる９０％ 「説明」少しできる・できる８２％   

今年度は、説明することを意識して自分の考えをかかせることに取り組んだ。 


